
　
　

　

福
島
県
相
馬
市
長
が
講
演

　

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
の

お
礼
に
と
、
８
月
25
日
、
福
島

県
相
馬
市
の
立
谷
秀
清
市
長
が

来
総
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

自
主
防
災
組
織
の
代
表
や
消
防

団
の
幹
部
団
員
、
市
職
員
な
ど

約
２
０
０
人
を
前
に
、「
災
害

対
応
は
義
理
と
人
情
―
組
織
的

行
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
友
好

自
治
体
―
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

立
谷
市
長
は
、
相
馬
市
の
震

災
発
生
後
の
対
応
状
況
や
復

興
の
様
子
な
ど
を
、
写
真
や
映

像
、
資
料
と
と
も
に
説
明
。「
気

持
ち
を
折
ら
ず
が
ん
ば
る
こ
と

が
大
事
」
と
強
調
。「
危
機
に

立
ち
向
か
う
と
き
必
要
な
も
の

は
『
人
』。
人
間
教
育
、
人
づ

く
り
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
重

要
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
て

　

講
演
後
に
は
、
立
谷
市
長
、

ア
ム
ダ
グ
ル
ー
プ
の
菅
波
茂
代

表
、
片
岡
市
長
の
３
者
で
、「
大

規
模
災
害
へ
の
備
え
と
助
言
」

を
テ
ー
マ
に
鼎て
い

談だ
ん

。
立
谷
市
長

は
、
備
え
て
お
く
べ
き
も
の
と

し
て
、「
市
役
所
の
強
い
組
織

力
」「
水
を
中
心
と
し
た
備
蓄
」

「
通
信
手
段
と
な
る
消
防
無
線
」

と
。
ま
た
、
菅
波
代
表
は
、「
こ

れ
ま
で
行
っ
た
災
害
支
援
の
経

験
を
生
か
し
、
危
機
管
理
意
識

を
高
く
も
つ
べ
き
」
と
指
摘
。

片
岡
市
長
は
、「
市
長
が
判
断

力
を
鍛
え
、
市
職
員
が
成
長
し
、

組
織
を
強
固
に
す
れ
ば
、
市
民

と
の
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
る
。

市
役
所
と
市
民
が
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
総
社
市
と
認
定
非

営
利
活
動
法
人
ア
ム
ダ
が
力
を

合
わ
せ
、
相
馬
市
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
を
約
束
。
ま
た
、

総
社
中
学
校
の
生
徒
が
、「
復

興
へ
の
祈
り
を
込
め
て
、
応
援

を
し
て
い
き
ま
す
。
力
を
合
わ

せ
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
、
立
谷
市
長
に
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　立谷相馬市長、菅波アム
ダグループ代表、片岡総社
市長による鼎談

東日本大震災の被災地
相馬市に学ぶ

教 

訓

　総社中学校
の合唱部員
13 人と合唱
団こぶのメン
バーが「群青」
を 歌 い、 立
谷相馬市長に
エールを送っ
た

菅
波 

茂 
ア
ム
ダ
グ
ル
ー
プ
代
表

片
岡 

聡
一 

総
社
市
長

市
長
と
市
民
、
職
員
と
の

　

   　
　
　

信
頼
関
係
が
大
切

　

― 

立
谷 

秀
清 

相
馬
市
長
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自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
「
共
助
」

の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
住
民

が
自
主
的
に
結
成
し
、
初
期
消

火
、
救
出
・
救
護
、
集
団
避
難
、

給
水
・
給
食
な
ど
の
防
災
活
動

を
行
う
団
体
が
「
自
主
防
災
組

織
」
で
す
。

　

平
成
25
年
度
末
現
在
、
総
社

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
加

入
し
て
い
る
人
の
割
合
は
45
．

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
に
自
主
防

災
組
織
が
ま
だ
無
い
の
で
あ
れ

ば
、
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
を

中
心
に
、
自
主
防
災
組
織
を
結

成
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

　　

下
原
・
砂
古
自
主
防
災
組
織

　

９
月
７
日
、
下
原
・
砂
古
自

主
防
災
組
織
（
平
成
24
年
設
立
）

に
よ
る
防
災
避
難
訓
練
が
、
同

地
域
内
に
あ
る
広
場
２
か
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
大
地
震
が
起
き
た
と

い
う
想
定
で
実
施
。
サ
イ
レ
ン

と
避
難
指
示
を
伝
え
る
放
送
を

合
図
に
、
地
域
内
の
住
民
２
６

０
人
が
、
自
宅
か
ら
指
定
さ
れ

た
避
難
場
所
の
広
場
ま
で
徒
歩

で
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
避
難
経
路

を
水
害
と
地
震
で
違
う
ル
ー
ト

を
設
定
。
今
回
の
訓
練
で
各
自
、

地
震
の
際
の
ル
ー
ト
を
確
認
し

な
が
ら
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
11
あ
る
班
の
班
長
が
、

各
世
帯
の
安
否
を
確
認
し
た

り
、
車
椅
子
を
使
っ
て
の
模
擬

避
難
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
場
所
と
な
っ
た
広
場
で

は
、
炊
き
出
し
や
新
聞
ス
リ
ッ

パ
の
作
成
、
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
法
の
指
導

な
ど
を
実
施
。
参
加
者
は
防
災

知
識
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
自
主
防
災
組
織
の
川
田
嘉

会
長
は
、「
紙
を
見
る
だ
け
で

は
だ
め
。
実
際
に
体
で
覚
え
る

こ
と
が
、
一
人
ひ
と
り
の
防
災

意
識
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る

『
自
助
』が
一
番
。
そ
し
て
次
に
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
力
を

合
わ
せ
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
『
共
助
』
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　次の物は大人用非常持ち出し袋の参考例です。健
康状態や生活環境などにより、入れておく物が異な
ります。自分にあった非常用持ち出し袋を準備し、
すぐ持ち出せる場所に置いておきましょう。

①飲料水　断水に備え、必ず入れておきましょう。
賞味期限があるので定期的に入れ替えてください
②タオル　マフラーや汗ふきにしたりなど、何か
と役立ちます。長めのものがお勧め
③携帯用トイレ　凝固剤タイプや高分子吸収剤タ
イプがあります
④カッターナイフ　作業や調理などに便利。安全
に持ち運べるものを選びましょう
⑤ライト　電池が不要な手動電源タイプのものも
あります
⑥ビスケット　食べやすく、できるだけ薄味のも
のがお勧め。賞味期限切れに注意しましょう
⑦あめ　食べやすく、空腹感を紛らわせることが
できます。賞味期限切れに注意しましょう
⑧笛・軍手・ロープのセット　笛は被災した時に
自分の居場所を伝えるのに必要。軍手、ロープは
作業に便利です
⑨ごみ袋　防寒着や雨がっぱにも代用できます
⑩袋　持ち運びに便利なリュックサック型のもの
がお勧め

自
主
防
災
組
織
が

防
災
避
難
訓
練
を
実
施

共 助

非常用持ち出し袋を
各自で準備

自 

助

全てのものを 100 円ショップでそろえることができました

　市消防署職
員による人工
呼吸の指導

　非常用持ち出し袋などを
持って避難する地域住民


